
災 害 事 例 （ 不 休 業 ２６ ） 
災害発生前にリスク 
アセスメントの実施 

無し 

年月日(曜日)時刻：場所 ２０２２年９月２４日 (土) １０時 ： 桟橋 

職 種 ： 年 齢 ： 経 験 鉄工 ： ３６才 ： ４年 

発 災 時 の 作 業 内 容 

 桟橋の2階ステージ上でローディングアーム整備用足場を組立中、既設歩廊の

開口部で左足を踏み外し負傷した。 

傷 病 名 : 部 位 : 程 度 切創 ： 左足膝下 ： 不休業 

事 故 の 型 : 起 因 物 切れ、こすれ ： 開口部 

 

原 

 

因 

不 安 全 な 状 態 ・足場資材が置かれていたため、歩廊にあった開口部が見えにくかった。 

不 安 全 な 行 動 ・足場資材を歩廊上に置いた。 

安全管理上の欠陥 
・作業エリアに物を置かないことを徹底する指導が不十分だった。 

・開口部養生および注意喚起表示をしなかった。 

再 発 防 止 対 策 

・作業エリアに物を置かないことを徹底することの指導を行う。 

・開口部には養生および注意喚起表示を行う。 

・足場資材置場を仮設計画図に明記し、関係者に周知する。 

再 発 防 止 対 策 に 基 づ く リ ス ク ア セ ス メ ン ト の 実 施 有り 

 

 


